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                      取扱説明書 
                                安全ベルト 巻取り式ランヤード 
            品番：♯７９５０６０００ 型式：Ｆ－１４ＲＷ     

 
１， 用途 
・㈱パーマンコーポレーション製 安全ベルトは、『公益社団法人 産業安全技術協会 認定品（適合証番号 Ｎｏ．４０ｃ）』で 
す。 

・この安全ベルトは１本吊り専用です。その他の用途には使用しないで下さい。 
・本商品は、使用者の移動に応じて、ランヤード（ベルト）が巻き取り機から引き出され、その位置で引き出し長さをロック出来 
 ます。又、巻き取りボタンでランヤード（ベルト）の巻き取りが可能で、ランヤード（ベルト）の長さを任意に調整出来ます。 

 
２，使用方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ベルトを腰骨の位置に回し、バック   ②ベルトの端末をバックルの隙間に通し  ③ベルトがずれないよう引き締め、バック 

 ルの止め金を矢印方向に引き、ベル    て下さい。               ルの止め金を元の位置に戻し、②を参考 

トの通る隙間を開けて下さい。                          にベルトをバックルに通して下さい。 

                   

                  ④巻き取りボタンを押す事により、ランヤード（ベルト）の巻き取り方法を２通り選択す 

                   る事が出来ます。（ａ）の位置でギア機構が作動し、（ｂ）の位置でフリーになります。 

④ ａ）ギア機構が作動し、ランヤード（ベルト）の長さを任意の位置で止める事が出来ま 

⑤   す。  

ｂ）ランヤード（ベルト）の長さを、作業の移動に合わせて伸縮させる事が出来ます。 

  又、巻き取り時に使用して下さい。 

※万一、墜落した場合、ランヤード（ベルト）が引き出されている位置でストップが掛 

 かり衝撃を軽減します。 

 

 

 

 

 

                    

                                    

 

 

 

 

 ⑤作業中は巻き取りスイッチを（ａ）の  ⑥大型フックのセーフティーレバーを   ⑦ストップレバーを引いて、腰より高い 
  位置にして、フックを任意の長さに伸   下方向に押し込んで下さい。       位置の強度がある場所に、引っ掛けて 

 ばして下さい。                                 下さい。 

 

 

 

 

    

             

                                       

                                       

 
 
 ⑧ストップレバーを閉じ、大型フックが   ⑨未使用時はフックを収納袋に収めて     ⑩補助ロープを使用する場合は、補助 
  確実に閉じている事を確認し、作業を    下さい。                               リングに取り付けて下さい。 
  行なって下さい。 
 



 
３，交換の目安 
 ・損傷が見当たらなくても、紫外線等の影響で強度が劣化します。従いまして、ロープ、ランヤードは使用開始から２年、本体は 

３年で新品に交換して下さい。 

   

４，注意事項 

△！ 警告 （この警告文に従わなかった場合、死亡、又は、重傷を負う危険性のあるもの。） 

①本商品を使用する前に、各部が完全に取り付けられている事を確認して下さい。 

②フックは堅固な、構造物に取り付けて下さい。 

③一度でも大きな荷重が掛かった安全ベルト、ショックアブソーバー、巻き取り機は、使用しないで下さい。 

④人と人とをロープで繋いで使用しないで下さい。 

⑤ランヤードやベルトを鋭利な物に当てないで下さい。 

⑥本商品は巻き取り式ランヤードタイプの安全帯です。荷物を縛ったり、吊ったり、安全ベルト以外の用途では使用しないで下さい。 

⑦雨天時に、ベルト、ランヤードが濡れた場合は、非常に電気を通し易くなります。感電に注意して下さい。 

⑧ベルト、ランヤードに体重を掛けて使用しないで下さい。 

⑨フックや、金属部分に腐食、錆等の異常がある場合は、使用しないで下さい。 

⑩ベルトの締め方が緩いと、体が抜け落ちる恐れがあります。必ず、確実にベルトをバックルに通して下さい。 

⑪使用中に異常を感じた場合は、直ちに使用を中止して下さい。 

⑫親ロープを使用する際は、親ロープ１本に対して、１人で使用して下さい。複数人で使用しないで下さい。 

⑬ランヤードは、万一の墜落時に、装着者が床面に衝突しない位置に取り付けて下さい。 

⑭腰より低い位置にフックを取り付けると、万一の落下時に衝撃荷重が高くなり、事故に繋がる恐れがあります。 

⑮本機の最大使用体重は８５ｋｇです。それ以上の体重の方の使用はしないで下さい。 

⑯フックは、強度のある場所に正しく引っ掛けて下さい。 

⑰ランヤード、ベルトに酸やアルカリを付着させないで下さい。強度が低下する原因になります。 

⑱本商品の分解、修理、改造をしないで下さい。 

⑲ランヤードは、振り子状態にならない様に、装着者に近い位置に取り付けて下さい。 

⑳ショックアブソーバーのカバーを外したり、カバーの上からテープを巻き付けないで下さい。 

  

△！ 注意 （この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①必ず、使用前点検を行なって下さい。 

②本商品を屋外に放置しないで下さい。強度が低下する原因になります。 

③ベルトやロープの縫い糸にほつれがある場合は、使用しないで下さい。 

④強風時や、荒天時は使用しないで下さい。 

⑤本商品に変形、破損箇所、摩耗、錆がある場合は、直ちに使用を中止して下さい。 

⑥本商品を異なるメーカーの部品を組み合わせて使用しないで下さい。 

⑦工具類は、収納袋へ収納して下さい。 

⑧急に移動すると、墜落阻止時と同様に巻き取り機の爪がロックされ、ランヤード（ベルト）の引き出しが停止します。飛び越えや

飛び降り等はしないで下さい。 

⑨ランヤードを取り付けている巻き取り部分、ショックアブソーバーは、身体の横になる様に装着して下さい。 

⑩巻き取り機で、ランヤード（ベルト）の巻き取り、引き出しが出来ない物、ネジが外れている物、樹脂カバーが破損している物、

ロック機構が作動しなくなっている物は、直ちに使用を中止して下さい。 
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